
参加費無料

高生研の学習会　対面でもオンラインでもどちらでも参加できます

参加申込は、 Web にて

https://kouseiken.jp/ （左 QR コードからアクセスできます）

12/4 までにお願いします。 （対面は当日直接参加も可能）

主催 ：全国高校生活指導研究協議会

 公開講座②
12月 8日 ( 日 )（受付 9:45 ～）10:00 ～ 12:45　　　　
「学校への期待をつなぐ」    内藤美紀（和光高校）
　問題や病気や障がいがあっても生徒たちはクラスに集う。その場をどう豊かに自分たちで作っ
ていけるようになるかを軸として、たとえそこに、葛藤し、苦しんだとしても、その場にいること、

他者と関わり続けることが大事だと思えるような集団性を作り、そこから学ぶことを求める。生

きづらさを抱えた３人の生徒に焦点をあて、彼らが心の声を伝えながら、HR 集団とともにどう歩

んでいったかを報告する。

会場　成城大学 　　932 教室（9号館 3階）
　　　　（小田急新宿駅 ⇒ 急行 15分 成城学園前駅から 300ｍ）

  公開講座① 2025 基調構想
12月 7日 ( 土 )（受付 15:00 ～）15:15 ～ 16:30　
「ゼロ・トレと家父長制のはざまで
　―行事の力が拓く、支配を超えた集団づくりの可能性―｣城塚俊彦（大阪）
  「きびしくするが、抱きしめて泣かす」ような家父長的な学校において、「大がかりな行事」（木製

ジェットコースター）によって生徒が劇的に変わる様子に憧れを抱いた。しかし、「特性のある」生

徒など、個人の多様性を尊重すると、この伝統が「圧」として作用することもわかってきた。学校

に染みついた家父長的なるものや、私自身の内部に潜む「お祭り的上下関係」を乗り越え、ポスト

コロナ禍における生徒と教師が共に成長する技術や思想を探り、「ゼロ・トレ」への対抗軸となる学

校改革の可能性を模索したい。


